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人と人とのつながりがきらりと光る塩田
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“地域コミュニティ”について考える
· 大雨による災害・・・地震などの自然災害による被害・・・何故か異状だとは思いませんか？
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しかし、これが普通となりつつあり、とても心配です。　そこで今大いに言われていることがあります。それは、近隣の日頃からのつながりです。いわゆる「コミュニティ」です。災害・高齢者対応・こども対応は、今は出来ていても、これから先益々高齢化が進めばどうなるでしょう。「コミュニティ」とは、地域の問題解決を地域みんなで考え、住民みんなで知惠を出し合い、住みよい地域づくりをしよう（お互いが奉仕し合う）・・・と言う事です。この「コミュニティ」が健全なものになれば、「互恵互譲」の恩恵が強固になるでしょう。特別なものではなく、昔から、また日頃地域で皆さんが行っている身近な活動そのものです。熊本地震での被害地区では、この「コミュニティ」の大切さが唱えられました。運営協議会は、そのお手伝いをする所ですので、（あれはどうか？　これはどうか？）などの意見を聞かせ下さい。
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　婚活中のあなたへ
　
“少子高齢化”という５文字は、各種研修会・講演会等ではいつも使われ、聞き慣れた文言になりました。しかも、どうすれば良いのかは、わかっていても世の成合でしょうか？

そこで、地域コミュニティでは、「結婚支援サポーター」１名（宮ノ元の前田安一さん）を設け、色々とお世話をすることとしました。独身貴族を楽しんでおられる貴女・貴男・・・。ここらで、一区切りしてみませんか？　ご相談は、サポーター、事務局で受けます。お気軽にどうぞ‼
良き伴侶・・・人生安～泰～～　‼‼‼
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コミュニティスクール活動より
６月１７日　　芋さし
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小学１，２年生とそのおじいちゃん・おばあちゃんと一緒に「紅あづま」という品種の芋さし（３００本）をしました。児童は勿論、戦時中は主食（？）だったにも拘わらず、芋さしは初めてだというおじいちゃん・おばあちゃんもおられました。後の管理は児童にお任せです。秋の収穫が楽しみです。焼き芋が待ち遠しいな－。
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６月２４日　「塩田川の歴史」勉強会
　　４年生の年間学習である塩田川の歴史・今昔・川にまつわる丹生神社などのお話を布手の森繁晴さんにしていただきました。何故塩田川と言うのか､どんな魚が住んでいるのか、丹生神社とはどんな関係があるのかなど、先生方にも興味のあるお話でした。児童達は聞き足らず少し不満のようでした。つづきのお話をしていただくよう、お願いしたいと思います。
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　　６月２４日と７月１日、７日　　　　　　　６月２７日　押し花・しおりつくり
　　６年生がミシンを使って、ナップサック　　　クラブ活動で、しおりつくりをしました。
　　作りに挑戦しました。峰松恵美子さんと　　　畦川内の中島千代乃さんと森ヒサノさんに
　　蒲原知愛子さんに指導してもらいました。　　教えてもらいました。

　
７月４日　魚釣りと将棋教室
　５，６年生のクラブ活動で男子は「魚釣り」女子は「将棋」を楽しみました。
　　　　　　　　　　　　　　
　

塩田地区地域コミュニティ運営協議会
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２　１　日より、子供達は夏休みになります。安全・安心で過ごせるよう見守りましょう
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